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研究計画内容 「研究背景」 

 子供の貧困問題は、近年注目を集めている社会問題の 1つである。現在 GDP規模 3位

である日本でさえも、貧困率 16％と 7 人に 1 人が貧困状態である。このような貧困家庭

で育つ子どもは、学習機会を損失し、高校及び大学への進学が難しく、将来の職業の選択

肢が少なくなり、低賃金の不安定が仕事につくことが多い。それによって、次の世代も貧

困の状態に陥るという貧困の世代間連鎖に直面している。この点について、先行研究でも

検証されてきた。暮石・若林（2017）では、「21世紀出生児縦断調査（平成 13年出生児）」

の 2001年、2004年、2007年、2010年、2013年のデータでロジット分析を用いて分析

を行った。推計結果から、持続的貧困の状態にある子どもの割合は、母子世帯のほうが二

人親世帯よりも高く、貧困に苦しんでいることを示している。このような貧困問題に対し、

フィンランドでは返済義務が無い給付型奨学金が提供されることで、大学への進学率が高

い。一方、国内の奨学金の大半が日本学生支援機構の貸与型奨学金である。文部科学省に

よれば，日本の奨学金の 87.6%が貸与型であり、給付型は 0.6%と低い。このような提供

体制によって、大学進学率の向上に繋がっていない恐れがある。そこで、本研究では、奨

学金の提供体制に注目し、貧困の世代間連鎖を断ち切る方法として、奨学金と大学進学率

との関係を検証する。 

「研究内容」 

 本研究では、貧困世帯への支援の一つとして給付型奨学金を取り上げ、給付型奨学金と

進学希望率、大学進学率そして就職率との関係を明らかにする。具体的には、貧困層の大

学進学率および就職率を上げるには、給付型奨学金受給率を上げることが必要ではないか

という仮説のもと、両親年収別の給付型奨学金受給率と大学進学率および就職率との関係

を推計し、その結果をもとに、給付型奨学金受給率の増加に繋がる政策提案を検討する。 

「期待される効果」 

 本研究の推計結果から、貧困世帯への有効な支援として給付型奨学金の効果を示し、所

得の低い家庭への学力向上させるための教師対象のサバティカル休暇制度などの貧困連

鎖の解消にむけた具体的な政策提案が期待される。 
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